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マイクロクレデンシャルとしての質保証
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① JV-Campusとは

② JV-Campusにおけるマイククレデンシャル
-内部質保証（内容と体制）
-外部質保証（JMICROの活用）
- JV-Campusマイククレデンシャルの展開



オールジャパンで結成する国際的なオンライン教育プラットフォーム（JV-Campus）

オールジャパンで多彩で魅力ある

戦略的科目群を構成し、世界に

発信。

希望する国内外の大学が、自大学
の強みある教育コンテンツを世界に

提供。

☞ 「各大学専用BOX」の提供とサポート
► プラットフォーム環境システム提供
► ポータルサイト機能の提供

世界や社会に通用
性のある多様な知
の科目の集積

~日本語教育及び日本の
強みを発信~

英語を中心とした
多言語発信

Japan Virtual Campus (JV-Campus) 構想（大学の国際化促進フォーラムプロジェクト）

SGU事業・大学の国際化促進フォーラム（2024年12月31日、幹事校15大学、132機関参加）

幹事校
JV-Campus運営委員会



J-MIRAIの実現へ向けて



➣海外からの留学生を増やしたい
◼ 留学生に日本に興味を持ってもらいたい ⇒ 日本文化等
◼ 留学生の日本への留学の敷居を下げたい ⇒ 日本語等
◼ 留学生に自大学を知ってもらいたい ⇒ 大学紹介、個別コース等
◼ 留学生を積極的に自大学に誘導したい ⇒ 事前単位付与コース等
◼ 渡日後の語学教育 ⇒ 日本語など
◼ 豊富な英語教育コンテンツを届けたい ⇒ 一般教養・専門・日本文化・リテラシー等
◼ 国内外での就職活動を支援したい ⇒ インターンシップ、ビジネス日本語など

➣日本人の留学を活性化し、効果を最大化したい
◼ 海外の授業（英語の授業）を受けることを日常化したい ⇒ 一般教養・専門・日本文化・リテラシー等
◼ 英語で日本文化を紹介できるようにしたい ⇒ 日本文化等
◼ 海外大学の授業に慣れさせたい ⇒ 海外大学提供コンテンツ
◼ 留学の機会を紹介したい ⇒ 海外留学プログラム
◼ 留学後も自大学の単位取得を可能にしたい ⇒ 個別機関からの科目配信
◼ 留学経験を就職活動に活かしたい ⇒ インターンシップ・ネットワーキング、ビジネス日本語など

➣スタッフの国際化を促したい
◼ 自己啓発：高等教育の国際化の理解や能力向上をしたい⇒ 英語科目、SD科目、海外大学提供科目

➣社会とアカデミアをグローバルに接続したい
◼ 産官学民の新たな共鳴を生み出したい ⇒ ハブ機能、自治体・企業活動の教育コンテンツ化、社会リソースなど

JV-Campus活用のシチュエーション例

導入

リクルート

留学後ケア

導入

留学後ケア

卒業後ケア

日本の高等教育の玄関口として
“ヴァーチャル” から “リアル” へ

新たな教育スタイルの創造
織物の経糸と横糸のように

共に「知」を織り上げて手渡していく、
学習者と教育者の新しい関係を作り上げます

JV-Campus Vision
国際空港モデル



①ポータル機能; 様々な大学・機関・企業コンテンツの入口

②学習管理（LMS）機能; オンライン教育のマネジメント・実施機能

③動画配信機能; JVCコンテンツサーバから独自のオンデマンド配信

④eポートフォリオ機能; 学習歴管理・バッジ格納等

⑤デジタルバッジ・電子証明書発行機能; Verifiable Credentialsに準拠

⑥教材アーカイブ機能; NHK映像作品、専門家有志の教材

⑦セミナー機能; メタバースを実装

JV-Campusプラットフォーム機能(日・英完備)



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusのポートフォリオ・バッジ発行システム・学習システム

【学習者へアプローチ可能】

バッジウォレット付

eポートフォリオ（2024年11月）

レポートの提出
掲示板による交流

コンテンツ視聴
（リアルタイムでもよい）

テストの実施

PayPalによる
支払いシステム

デジタルバッジ
発行

成績管理



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）デジタルバッジ・電子証明発行について



Your Open Badge can work as your evidence of the study record 

共有

https://portfolio.jv-

campus.org/badg

e/926CE45A-

7037-4C5B-B722-

AA10285591EA/

PDFで共有
ポートフォリオで管理

バッジのデータ

URLで共有

SNSで共有



JV-Campus日本語ひろばを通じた日本語学習のサポート from 2024.10

【日本語学習者と日本語教師の双方へのポータル】

・11機関・35 日本語学習コース
・学習サポートツール紹介
・就職、留学、資格試験案内
・学習者・教師へのインタビュー



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusの学習コンテンツ群

【無料で学習できる日本文化の授業 】 【無料で学習できるリテラシーの授業】



JV-Campus ヴァーチャルからリアルへの活用事例（2024年度）

JIGE（関西大学・東北大学・千葉大学）
によるメタバースを活用した

リアルタイム企業インターンシップ

世界展開力事業における事例

筑波大学とオハイオ州立大学との間の
JVCと対面のハイブリッド形式による
オープンバッジ（OB）発行をともなう

多文化共修

69名にOBを発行済

11企業が参加

JIGE Remote Internship Course【2024/9/24-11/11】

JIGEリモートインターンシップPREPコース
PV数1281、User数259

PV数 10237
User数 2059

PV数 5521
User数 882

PV数 2666
User数 391



JV-Campusポータルサイトの現状（2022.4.1-2026.1.31）

427,147
2,232,898

745
116

訪問ユーザー数累計

ページ表示回数累計

参加大学・団体・企業数

参加機関の総コンテンツ数

共同利用コンテンツ数

人

回

機関88個別機関BOX
企業BOX 計

個別機関BOX
企業BOXの
公開数計

コンテンツ

コンテンツ

サイトへの訪問が確認された国・地域

7,872
LMS学習登録者数

回

185 countries and regions



JV-Campusポータルサイト世界アクセス状況（2022.4.1～2026.1.31）

1. 国別訪問者数のソースはWordpressのみ、moodleは取得対象外です。

2. サイト訪問時のデータから訪問ユーザのロケーションを推測しています。

3. ロケーションが特定できない訪問者は除外されております。

4. 国名の表記はgoogleデータ中の名称に拠って記載しております。

5. Googleの定義において、重複訪問者数は除外されております。

訪問ユーザ数の約7割が海外ユーザ（2022.4-2026. 1）
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① JV-Campusとは

② JV-Campusにおけるマイククレデンシャル
-内部質保証（内容と体制）
-外部質保証（JMICROの活用）
- JV-Campusマイククレデンシャルの展開



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）

JV-Campusオリジナルの英語で学ぶマイクロクレデンシャルコース
（Open Badgeとeポートフォリオをフル活用）

（2025年度９月より配信；β版無償）
日本文化

マイクロクレデンシャル
学習内容（案）（予定・合計1.5単位分ｘ2）
・現代日本社会の諸課題（1.5単位分）（24授業回）
・日本の伝統文化・思想リテラシー（1.5単位分）（24授業回）

JV-Campus独自の
コンテンツフォーマット

・授業一回＝15分程度の動画 x 3本＝45分以上の動画を基本
・各15分動画に理解度確認の小テスト（多肢選択等）
・授業一回ごとに課題（小テストやレポート課題等）

・日英両言語対応
・独自の科目分類、動画構成・背景・フォント等

内部質保証
JV-Campus運営委員会による

コンテンツの質保証
・月１回の運営会議

・専門部会による予備審査体制

JV-Campusにおける教育コンテンツ
および

マイクロクレデンシャルの質保証

外部質保証
一般社団法人

日本マイクロクレデンシャル機構による
マイクロクレデンシャルの質保証

・ガイドライン、フレームワーク、・審査体制の構築

海外学習者・留学生・外国人人材のリテラシー・リスキリングの教育に

マイクロクレデンシャルだけでなく、より簡便に学習でき
るサーティフィケーションコース（OB付）なども準備中



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）Micro-credential Program just opened on Sep 12, 2025!



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）Micro-credential Program just opened on Sep 12, 2025!
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JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおける内部質保証①（JV-Campusの独自規格）

JV-Campus独自の
コンテンツフォーマット

・授業一回＝15分程度の動画 x 3本＝45分以上の動画を基本
・各15分動画に理解度確認の小テスト（多肢選択等）
・授業一回ごとに課題（小テストやレポート課題等）

・日英両言語対応
・独自の科目分類、動画構成・背景・フォント等

内部質保証
JV-Campus運営委員会による

コンテンツの質保証
・月１回の運営会議

・専門部会による予備審査体制

JV-Campusにおける教育コンテンツ
および

マイクロクレデンシャルの質保証

外部質保証
一般社団法人

日本マイクロクレデンシャル機構による
マイクロクレデンシャルの質保証

・ガイドライン、フレームワーク、・審査体制の構築
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JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおける内部質保証②（JV-Campus運営委員会）

SGU事業・大学の国際化促進フォーラム（2024年12月31日、幹事校15大学、132機関参加）

幹事校
JV-Campus運営委員会

JV-Campus独自の
コンテンツフォーマット

・授業一回＝15分程度の動画 x 3本＝45分以上の動画を基本
・各15分動画に理解度確認の小テスト（多肢選択等）
・授業一回ごとに課題（小テストやレポート課題等）

・日英両言語対応
・独自の科目分類、動画構成・背景・フォント等

内部質保証
JV-Campus運営委員会による

コンテンツの質保証
・月１回の運営会議

・専門部会による予備審査体制

JV-Campusにおける教育コンテンツ
および

マイクロクレデンシャルの質保証

外部質保証
一般社団法人

日本マイクロクレデンシャル機構による
マイクロクレデンシャルの質保証

・ガイドライン、フレームワーク、・審査体制の構築

月1回の月例会議



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおける外部質保証②（JMICROにおける質保証）

承認審査申請

承認審査



一般社団法人日本マイクレデンシャル機構（JMICRO）とは

１．設立の背景と趣旨

• 現代社会において、急速に変化する労働市場や技術革新に対応するため、従
来の学位制度に加え、柔軟かつ多様な学修成果の証明手段として「マイクロク
レデンシャル （Micro-credentials）」への関心が世界で高まりつつあり、
UNESCOやOECD、EU諸国をはじめとした国際機関や政府がその重要性を認
識し、標準化と認証の枠組みを推進しており、タイやオーストラリアなどのアジ
ア太平洋地域においても同様の動きが進行している。

• 一方、日本においては、マイクロクレデンシャルの取り組みを始めているものの
学修成果の信頼性確保、国際的互換性の担保、社会的な認知度の向上といっ
た課題が依然として残っている。

• こうした状況を踏まえ、国内におけるマイクロクレデンシャルの質保証・標準仕
様の策定と外部認証制度の構築を推進するため、民間・教育界・学術界・産業
界の有識者が連携し、公益の立場で運営する一般社団法人を設立するに至っ
た。



一般社団法人日本マイクレデンシャル機構（JMICRO）とは

２．事業内容

１）マイクロクレデンシャルの仕様・標準の策定および普及
・UNESCO等の調査を踏まえ、国際連携を促進できる国内標準化の策定
・デジタル証明（Open Badge等）との連携設計
２）第三者によるマイクロクレデンシャルの外部承認制度の構築・運営
・教育機関・企業等が発行するプログラムに対する審査・承認
・公正かつ透明な承認プロセスの整備
・承認マーク・登録制度の管理
３）マイクロクレデンシャルの可視化・流通促進
・資格枠組み（NQF）、スキル標準、職能フレームワークへの
マイクロクレデンシャルの体系的なマッピング
・取得者の学習成果の記録・ポートフォリオ支援
・企業や社会への認知・活用支援
４）政策提言および国際連携の推進
・日本国内の制度整備に向けた調査・政府への提言
・アジア太平洋地域を中心とした標準共有・相互承認の促進



一般社団法人日本マイクレデンシャル機構（JMICRO）とは

一般社団法人日本マイクロクレデンシャル機構

大学・高等教育機関及び
関係団体・連盟等

OpenBadge(OB)発行
システム会社

年会費
業務委託

マイクロ
クレデンシャル

発行支援

システム
利用料 OB発行支援

学習者

ウォレット
の提供

マイクロクレデンシャル

企業・民間研修機関及び
自治体・関係団体・連盟等

オンライン教育プラットフォーム
運営会社

国際関係機関

連携

証明（オープンバッジなど）発行
機構・会社など

オンライン教育プラットフォーム
機構・会社など

証明発行支援
証明の発行
管理機能
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JV-Campus
デジタルクレデ
ンシャル等専門

部会
2022年4月～

JMOOC
マイクロクレデンシャルWG

2023年6月～

科研基盤研究（B)
アジア太平洋地域の大学ネットワークにおけ
るマイクロクレデンシャル運用の実証研究

2022年4月～2026年3月

大学 民間研修機関

調査・研究

マイクロクレデンシャ
ルの標準化・質保証

体系的コンテンツ
スキル標準

資格枠組み（QF）

コンテンツ

企業・社会人
大学・学生

マイクロクレデン
シャル共同WG
2023年8月～

対象

検討範囲

学協会

@Masahiro Inoue, 2023-2025

JMICROとJV-Campus



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおけるマイククレデンシャルの将来的像と課題

「国際性 × 接続性 × 実効性」を見据えた展開

単なるオンライン教材配信ではなく、日本の大学群の知を束ね、国際的課
題に応答し、単位接続性を持ち、大学と産業をつなぐ、「国際教育インフ
ラ」になることを目指す。

1. 「国際共創型」マイクロクレデンシャルへの発展

2. 「学修接続性」を高める設計

3. 「大学向けB2B展開」の深化

4. 「個人学習者体験」の強化

5. 「日本ブランド強化」戦略

6. 「評価・信頼性」の高度化



引き続きの皆様のご指導、ご鞭撻、ご協力、
何卒よろしくお願いいたします。

ご質問やご相談は以下までご遠慮なく願います。
support@jv-campus.org

mailto:jv-campus-pr@un.tsukuba.ac.jp

